
行政視察報告書

令和5年3月 10

長浜市議会議員 田中真浩

私が出席した行政視察の結果について報告します。

視察等名 令和4年度会派新しい風行政視察研修

視察期間 令和5年2月 13日 (月 )～2月 15日 (水 )

視察場所及び目的

①滋賀県大津市 ,

「商店街問題について」

②兵庫県川西

「病院統合」

③徳島県徳島市

「DXカーボンニュートラル」
④徳島県神山町

「地域おこしについて」

記



調査内容感想等

目的

大津市商店街

令和5年2月 13日 (月 )10:30分～12:00

1日 目

視察テーマ【商店街問題について】

・視察の内容

商店街の衰退に歯止めをかけ、観光産業・地場産業の活性化を図る

大津市の商店街も長浜駅前商店街と同じ問題を抱えている。この問題は国内地方都市

の商店街が多かれ少なかれ抱いている問題である

商店街衰退の問題点
*商店街の後継者不足で出店者が高齢化しているため、空き店舗が増加している。

*大規模小売店舗の増加で商店街の集客が難しくなっている。

*EC(電子商取引)が増え、自宅で買い物ができ商店街を必要としない購買スタイル

が確立されつつある
*空き店舗の持ち主が店を閉めておいても、年金・蓄えで生活に困らない場合、無理

に店を開ける必要がない。
*人に店舗を貸す場合も煩わしさや責任問題まで考えられるとなると、貸すより閉めて

おいたほうが楽という選択をしがち。

上記問題点からの考察

商店街というものは元々その地域で、商いを生業とする人たちの集合体で

元来その顧客はその周辺の住民である。商店街の本来のマーケット範囲はせいぜい

その商店街と隣接するコミュニテイーまでが限界であると思う。そしてこのマーケット内

に住む人が利便性・廉価・を求めたなら大規模小売店やEC(電子商取引)に顧客が

流れていくのは自然で止めるのは難しい。多少高くても顔見知り、近所のよしみで買う

という意識もコミュニテイーの中で人間関係が希薄となつた現在ではあてにはできない。

見方を変えると、減少した店舗数が現在の顧客数とのつりあつた適正数ともいえる。

衰退した商店街に以前の活気を取りもどすには、その当時の顧客数を確保しなければ

ならないのだけれど、上記の理由で近隣住民の引き戻しはむずかしい。となれば

遠方、広範囲から不特定多数を集客することが必要で、これはもう商業ではなく

観光の範疇である。実際、大津市商店街では商店街に放送局を置き集客を図ろうとして

います。しかしながら観光は水物でコスト以上の成果が得られないことが多いし

資本を投下し続けなければ集客を保てないことが多い。行政としては都市計画の時点で

本当にそこに商店街がある必要があるのか、商店街以上の利用価値はないか、普通の

居住地として再整備したほうがよいのではないか等、当該住民と次世代をみ据えたプラン

立てなければならないと考えます。時代の流れに抗う政策はコストがかかる上にリスクも

多い。観光産業や商業はコスト以上の収益や効果がなければ意味がない。その収益を

もとに資本を投下し続け自走できなければ市のお荷物産業である。イニシヤルコストの

面倒はみてもランニングコストまでは見るべきではない。医療、防災、教育はこの

限りではないが、観光業・商業に対してはそういう角度から見る必要があると思う。



想

令和5年2月 2日 (水 )14:00分～16:00
1日 目
視察テーマ【病院統合について】
・視察の内容
市内の病院を統合する先進例の視察
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市

令和5年2月 14日 (月 )13:30分～15:30
2日 目
視察テーマ【DX・ゼロカーボン】
・視察の内容
DX(デジタルトランスフオーメーション)
定義  *デジタル技術を浸透させることで人々の暮らしをより良いものに変革すること
*既存の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的イノベーシヨンをもたらすもの

DXとよく似た言葉にITがあるがITが業務などのデジタル化という意味合いが強のに対しDXは

デジタル技術・AI、 等を浸透させ革新・変革を目指すものである。

徳島市も多方面から多種のDX政策のすいしんを図り、計画にあたつては住民からの
意見をアンケート調査している。徳島市の取り組みの課題として下記を挙げている

① 高齢者を対象としたデジタルデバイスヘの対応

② 行政手続きのオンライン化・電子申請サービスの拡充

③ 情報セキュリティー対策の徹底。

DX推進は本当に多方面、多種、多様、の問題に利用できるが、やはり主導する優れた担当者必要
になると思う。徳島市の取り組みで長浜市も考えていきたい計画として、高齢者見守リネットワーク

システム、行政手続きオンライン化、などがある。選挙でも無料バスや無料タクシーなどに頼ら

電子投票|こしてしまえばコストも下げらるうえ|こ利便性も上がる。選挙には法もあるかもしれないが

DXは単にデジタル技術の利用にとどまらず、既存の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的
イノベーシヨンをもたらすものなのだから電子投票は考慮すべきものだと思う。

カーボンニュートラル

カーボンニュートラルについての説明を聞き終わつた後質問をした。「CO2排出量をを減らすという
ことは、経済規模を縮小を要求するものではありませんか」と、担当者も僕の質問の意図がよくわかつて

いるようで、否定するような回答ではなく「まあ、そうなんだけど」的ないいかたをされていた。もつとも

脱炭素社会がC02排出量をゼロを目標とすることに対してそんなことは非現実的なのでC02出量の

トータルではかるつまり森林等の植物が吸収するC02と人間が排出するc02をプラスマイナスゼロ|こ、

というのがカーボンニュートラルなのだけど、脱炭素社会を実現したところで、その効果は疑わしい。

温暖化で異常気象だとかいうが、統計を取ると台風にしても発生数も大きさもさほど変化はない。

昔に比べ、情報伝達が進んだから世界の災害を認識しやすくなった結果ともしヽえる。確かに、50年前

に比べ雪も少なくなって、災害も多くなった気がするが、自然のバイオリズム的なものともいえる、

自然は長短の周期をもつて巡るものだから現在の異常気象と言われているものもこの範囲の中の

事象かもしれない、科学者の学説も諸説あるものの温暖化に対しては何か胡散臭いものを感じる。

脱酸素社会もカーボンニュートラルにしてもそれを積極的に推進すれば生産量をしいては消費量、つま

り経済規模を落とさなければならないのは目に見えている。国際連合(第 次世界大戦戦勝者クラブ)

の無理難題を敗戦国としてずいぶん聞いてきた経緯があるが、そろそろ反発してもいいだろう。

実際、世界の40パーセントC02をつい出しているアメリカと中国が積極的でないし、温暖化すれば

耕作地が増えるロシアが積極的になるはずもない。発展途上の国にたいしてインフラ整備を抑えなさい

なんていうのは、国連の欺H前にしか見えない。長浜市
マイナスにしてまで付き合うようなものではないと思う。

(昆虫の研究はバイオ大学にしてもらうのはいいかも)

としては国の助成があるとしても、市の財政を

だいたい、牛殺して虫を食えなんてふざけてる。



調査内容感想等

・視察の目的

徳島県神山町

令和5年2月 15日 (月 )10:00分～12:00

3日 目

視察テーマ【町おこし】

・視察の内容

サテライトオフイスなどの町おこし

考察

説明担当があまり熱がないと言おうか、無気力なのか、サテライトオフイスに対する取り組み方が

今一つわからなかった。また神山の中に点在しているはずの見どころも時間の関係で何一つ見るこ

とがなく説明を聞くだけだつたので、【地方創生の聖地】ともいわれる神山町サテライトオフイス等の

取り組みも、予備知識でイメージしていたものと実物との対比をすることはできなかつた。

地方創生とか町おこしで成功例と言われた事業や新しい視点で注目を集めた取り組みが数年を

待たずダメになっていく例は枚挙にいとまがない。注目を集めている事業でメディアをにぎわすものも

地元住民の大部分が関心がないこともよくある。それを確かめるには実際現地に行つて触つて話して

自分の実経験とこしなければ全体イ象を見ることはできない。にれに時間・経過も重要だけど)

上記のことから、神山の研修には些か不満が残つた。しかしサテライトオフイスには興味があるので

近々神山を訪れてみるつもりです。


